
26,988,000

0

単位

円

円

円

円

活動
指標
・
成果
指標 コミュニティ施設整備

事業補助金
2,701,000

町内会連合会補助金 1,700,000

防犯灯設置費及び管理
費補助金

6,222,406

町内会補助金

指標名

不用額等（円） 551,510

執行率（％） 97.96%

実施内容

各種補助金等を通して町内会活動を支援した。

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

第５次新座市総合計画実施計画　事務事業評価シート
（対象：令和５年度実施事業）

１　事業基礎情報（Ｐｌａｎ）

２　事業実績（Ｄｏ）

３　事業評価（Ｃｈｅｃｋ）

４　事業の今後の方向性・取組方針（Ａｃｔｉｏｎ）

各町内会及び新座市町内会連合会の健全な発展と円滑な運営を助長し、自治と連帯の意識
高揚を図るため、各種補助等を通して町内会活動を支援する。
町内会補助金／町内会連合会補助金／防犯灯設置費及び管理費補助金／コミュニティ施設
整備事業補助金

事業の実施状況
Ａ：計画以上に実施
Ｂ：計画どおりに実施
Ｃ：計画どおりに実施できず

事業の必要性
【市民ニーズ】

Ａ：高まっている
Ｂ：変わらない
Ｃ：薄れている

事業の効率性
【見直す余地】

Ａ：余地はない
Ｂ：余地はある

施策への貢献度
Ａ：貢献している
Ｂ：やや貢献している
Ｃ：貢献の度合いが低い事業概要

事業の成果・分析

所属 地域活動推進課

Ｂ
Ｂ

Ａ

Ａ
新型コロナウイルス感染症の影響により、令和３年度及び令和４年度は補助を一部中止又
は減額していたが、令和５年度から元に戻り適切に実施することで、地域のお祭り等の各
種町内会活動の活性化につなげることができた。

実施根拠

基本政策 第4章　基本政策４　にぎわいと環境が調和するまち【市民生活】

施策領域 第1節　地域活動

施策項目 施策１　コミュニティ活動の推進

事業 町内会活動推進

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

予算
・
決算

一般財源

特定財源

予算現額（円）

□国・県の制度　 □国・県の制度＋市独自の制度　 ■市独自の制度

実施形態 ■市が直接実施  □一部委託  □全部委託・指定管理  □その他

根拠法令等 新座市町内会等補助金交付要綱　外３件

26,988,000

26,436,490支出済額（円）

町内会と意見交換しながら事業を進めていく。

今後の取組方針

15,360,700

今後の方向性

Ⅰ：事業規模拡大
Ⅱ：改善しながら継続
Ⅲ：現状のまま継続
Ⅳ：事業規模縮小
Ⅴ：事業廃止
Ⅵ：事業終了

Ⅲ
財源内訳



75,112,000

7,240,000

単位

件

今後の方向性

Ⅰ：事業規模拡大
Ⅱ：改善しながら継続
Ⅲ：現状のまま継続
Ⅳ：事業規模縮小
Ⅴ：事業廃止
Ⅵ：事業終了

Ⅱ
財源内訳

引き続き、市内４３か所の市立集会所について、３７か所は地域の町内会に、１か所は個
人に、ふれあいの家５か所は公益社団法人新座市シルバー人材センターに管理を委託し、
地域に密着した施設として管理運営を行う。
また、利用者の利便性の向上に向けて、令和７年度中に鍵のスマートロック化（電子化）
やスマートロックと連携可能な公共施設予約システムの導入を行う。

今後の取組方針

14,591

82,352,000

75,923,117支出済額（円）

基本政策 第4章　基本政策４　にぎわいと環境が調和するまち【市民生活】

施策領域 第1節　地域活動

施策項目 施策１　コミュニティ活動の推進

事業 集会所管理

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

予算
・
決算

一般財源

特定財源

予算現額（円）

□国・県の制度　 □国・県の制度＋市独自の制度　 ■市独自の制度

実施形態 ■市が直接実施  ■一部委託  □全部委託・指定管理  □その他

根拠法令等 新座市立集会所条例、新座市立集会所規則

第５次新座市総合計画実施計画　事務事業評価シート
（対象：令和５年度実施事業）

１　事業基礎情報（Ｐｌａｎ）

２　事業実績（Ｄｏ）

３　事業評価（Ｃｈｅｃｋ）

４　事業の今後の方向性・取組方針（Ａｃｔｉｏｎ）

地域の人々の交流の場となる集会所を利用に供することで、地域のコミュニティ活動推進
の高揚を図る。
集会所38施設は地域の町内会等に、ふれあいの家5施設は公益社団法人新座市シルバー人材
センターに利用受付等の管理を委託し、地域に密着した施設として利便性の向上に努め
る。

事業の実施状況
Ａ：計画以上に実施
Ｂ：計画どおりに実施
Ｃ：計画どおりに実施できず

事業の必要性
【市民ニーズ】

Ａ：高まっている
Ｂ：変わらない
Ｃ：薄れている

事業の効率性
【見直す余地】

Ａ：余地はない
Ｂ：余地はある

施策への貢献度
Ａ：貢献している
Ｂ：やや貢献している
Ｃ：貢献の度合いが低い事業概要

事業の成果・分析

所属 地域活動推進課

Ｂ
Ｂ

Ｂ

Ｂ
町内会等に委託している管理業務の負担軽減や、利用者の利便性の向上に向けて、鍵のス
マートロック化（電子化）やスマートロックと連携可能な公共施設予約システムの導入を
検討した。
令和７年度中の導入を目指し、課題を整理するとともに効果的な運用方法等について検討
を進めていく。

実施根拠

指標名

不用額等（円） 6,428,883

執行率（％） 92.19%

実施内容

地域のコミュニティ活動の推進やふるさと意識の高揚を図るための交流の場として利用に
供している市内４３か所の市立集会所について、３７か所は地域の町内会に、１か所は個
人に、ふれあいの家５か所は公益社団法人新座市シルバー人材センターに管理を委託し、
地域に密着した施設として管理運営を行った。

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

活動
指標
・
成果
指標

利用件数



5,022,000

147,000

単位

件

今後の方向性

Ⅰ：事業規模拡大
Ⅱ：改善しながら継続
Ⅲ：現状のまま継続
Ⅳ：事業規模縮小
Ⅴ：事業廃止
Ⅵ：事業終了

Ⅲ
財源内訳

突発的な故障への対応ではなく、計画的な改修工事を行う。
施設設備の更新年を把握し、計画的な機器の入れ替えを行う。

今後の取組方針

8

5,169,000

5,167,250支出済額（円）

基本政策 第4章　基本政策４　にぎわいと環境が調和するまち【市民生活】

施策領域 第1節　地域活動

施策項目 施策１　コミュニティ活動の推進

事業 集会所施設整備

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

予算
・
決算

一般財源

特定財源

予算現額（円）

□国・県の制度　 □国・県の制度＋市独自の制度　 ■市独自の制度

実施形態 ■市が直接実施  ■一部委託  □全部委託・指定管理  □その他

根拠法令等 新座市立集会所条例

第５次新座市総合計画実施計画　事務事業評価シート
（対象：令和５年度実施事業）

１　事業基礎情報（Ｐｌａｎ）

２　事業実績（Ｄｏ）

３　事業評価（Ｃｈｅｃｋ）

４　事業の今後の方向性・取組方針（Ａｃｔｉｏｎ）

地域の人々の交流の場として利用に供している市立集会所について、維持に必要な工事を
行う。

事業の実施状況
Ａ：計画以上に実施
Ｂ：計画どおりに実施
Ｃ：計画どおりに実施できず

事業の必要性
【市民ニーズ】

Ａ：高まっている
Ｂ：変わらない
Ｃ：薄れている

事業の効率性
【見直す余地】

Ａ：余地はない
Ｂ：余地はある

施策への貢献度
Ａ：貢献している
Ｂ：やや貢献している
Ｃ：貢献の度合いが低い事業概要

事業の成果・分析

所属 地域活動推進課

Ｂ
Ｂ

Ｂ

Ｂ
施設の維持に必要な工事を行った。今後も老朽化に伴う工事や施設の突発的な故障に伴う
工事を行う必要がある。

実施根拠

指標名

不用額等（円） 1,750

執行率（％） 99.97%

実施内容

地域のコミュニティ活動の推進やふるさと意識の高揚を図るために交流の場として利用に
供している市内４３か所の市立集会所について、必要な解体・撤去、改良改修、その他工
事を行った。
工事内容
⑴解体・撤去　新座市立中原・本多集会所浄化槽撤去工事　ほか１件
⑵改良改修　　新座市立西堀集会所１階実習室空調機取替工事　ほか４件
⑶その他　　　新座市立栗原ふれあいの家公衆無線LAN設置工事

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

活動
指標
・
成果
指標

工事件数



10,188,000

0

単位

件

今後の方向性

Ⅰ：事業規模拡大
Ⅱ：改善しながら継続
Ⅲ：現状のまま継続
Ⅳ：事業規模縮小
Ⅴ：事業廃止
Ⅵ：事業終了

Ⅵ
財源内訳

旧道場一丁目集会所の解体が完了したため、事業は終了とする。

今後の取組方針

1

10,188,000

10,187,100支出済額（円）

基本政策 第4章　基本政策４　にぎわいと環境が調和するまち【市民生活】

施策領域 第1節　地域活動

施策項目 施策１　コミュニティ活動の推進

事業 道場一丁目集会所建替

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

予算
・
決算

一般財源

特定財源

予算現額（円）

□国・県の制度　 □国・県の制度＋市独自の制度　 ■市独自の制度

実施形態 ■市が直接実施  ■一部委託  □全部委託・指定管理  □その他

根拠法令等 なし

第５次新座市総合計画実施計画　事務事業評価シート
（対象：令和５年度実施事業）

１　事業基礎情報（Ｐｌａｎ）

２　事業実績（Ｄｏ）

３　事業評価（Ｃｈｅｃｋ）

４　事業の今後の方向性・取組方針（Ａｃｔｉｏｎ）

道場一丁目集会所の建替えに伴い、旧道場一丁目集会所の解体を行う。

事業の実施状況
Ａ：計画以上に実施
Ｂ：計画どおりに実施
Ｃ：計画どおりに実施できず

事業の必要性
【市民ニーズ】

Ａ：高まっている
Ｂ：変わらない
Ｃ：薄れている

事業の効率性
【見直す余地】

Ａ：余地はない
Ｂ：余地はある

施策への貢献度
Ａ：貢献している
Ｂ：やや貢献している
Ｃ：貢献の度合いが低い事業概要

事業の成果・分析

所属 地域活動推進課

Ｂ
Ｂ

Ａ

Ｂ
旧道場一丁目集会所の解体を行い、新座セントラルキッズパークの整備の一環である道場
一丁目集会所の建替えを完了した。

実施根拠

指標名

不用額等（円） 900

執行率（％） 99.99%

実施内容

道場一丁目集会所の建替えに伴い、旧道場一丁目集会所の解体を行った。

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

活動
指標
・
成果
指標

解体件数



852,000

0

単位

円

円

今後の方向性

Ⅰ：事業規模拡大
Ⅱ：改善しながら継続
Ⅲ：現状のまま継続
Ⅳ：事業規模縮小
Ⅴ：事業廃止
Ⅵ：事業終了

Ⅱ
財源内訳

物価高騰を受け、補助金額を再検討する必要がある。

今後の取組方針

252,000

852,000

561,805支出済額（円）

基本政策 第4章　基本政策４　にぎわいと環境が調和するまち【市民生活】

施策領域 第1節　地域活動

施策項目 施策１　コミュニティ活動の推進

事業 ホタル飼育施設維持管理

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

予算
・
決算

一般財源

特定財源

予算現額（円）

□国・県の制度　 □国・県の制度＋市独自の制度　 ■市独自の制度

実施形態 ■市が直接実施  □一部委託  □全部委託・指定管理  □その他

根拠法令等 新座市ホタル飼育施設等管理費助成金交付要綱

第５次新座市総合計画実施計画　事務事業評価シート
（対象：令和５年度実施事業）

１　事業基礎情報（Ｐｌａｎ）

２　事業実績（Ｄｏ）

３　事業評価（Ｃｈｅｃｋ）

４　事業の今後の方向性・取組方針（Ａｃｔｉｏｎ）

市民と行政が協働してふるさと新座づくりを進める一環として、野火止三丁目地内にある
野火止ホタル飼育施設において、地元町内会（西分町内会）と連携してホタルの飼育を推
進する。
また、ホタル飼育に取り組む畑中町内会及び新栄町内会に対し、飼育に係る費用の助成を
行う。

事業の実施状況
Ａ：計画以上に実施
Ｂ：計画どおりに実施
Ｃ：計画どおりに実施できず

事業の必要性
【市民ニーズ】

Ａ：高まっている
Ｂ：変わらない
Ｃ：薄れている

事業の効率性
【見直す余地】

Ａ：余地はない
Ｂ：余地はある

施策への貢献度
Ａ：貢献している
Ｂ：やや貢献している
Ｃ：貢献の度合いが低い事業概要

事業の成果・分析

所属 地域活動推進課

Ｂ
Ｂ

Ａ

Ａ
令和５年度は、畑中町内会及び新栄町内会において行われたホタル飼育事業の一助となっ
た。
畑中ホタル観賞会（畑中黒目川公園）：５月２６日（金）～３０日（火）

実施根拠

指標名

不用額等（円） 290,195

執行率（％） 65.94%

実施内容

ホタル飼育事業を実施している町内会に対し、ホタル飼育施設等の維持及び管理に要する
費用の一部を助成した。

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

活動
指標
・
成果
指標

新栄町内会 7,702

畑中町内会



190,000

0

単位

人

今後の方向性

Ⅰ：事業規模拡大
Ⅱ：改善しながら継続
Ⅲ：現状のまま継続
Ⅳ：事業規模縮小
Ⅴ：事業廃止
Ⅵ：事業終了

Ⅲ
財源内訳

今後も、観賞会のみを行う「野火止ホタル観賞会」として継続して実施する。

今後の取組方針

約950

190,000

171,576支出済額（円）

基本政策 第4章　基本政策４　にぎわいと環境が調和するまち【市民生活】

施策領域 第1節　地域活動

施策項目 施策１　コミュニティ活動の推進

事業 ホタル観賞会

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

予算
・
決算

一般財源

特定財源

予算現額（円）

□国・県の制度　 □国・県の制度＋市独自の制度　 ■市独自の制度

実施形態 ■市が直接実施  □一部委託  □全部委託・指定管理  □その他

根拠法令等 なし

第５次新座市総合計画実施計画　事務事業評価シート
（対象：令和５年度実施事業）

１　事業基礎情報（Ｐｌａｎ）

２　事業実績（Ｄｏ）

３　事業評価（Ｃｈｅｃｋ）

４　事業の今後の方向性・取組方針（Ａｃｔｉｏｎ）

地元町内会（西分町内会）の協力を得て、野火止ホタル飼育施設においてホタル観賞会を
開催する。

事業の実施状況
Ａ：計画以上に実施
Ｂ：計画どおりに実施
Ｃ：計画どおりに実施できず

事業の必要性
【市民ニーズ】

Ａ：高まっている
Ｂ：変わらない
Ｃ：薄れている

事業の効率性
【見直す余地】

Ａ：余地はない
Ｂ：余地はある

施策への貢献度
Ａ：貢献している
Ｂ：やや貢献している
Ｃ：貢献の度合いが低い事業概要

事業の成果・分析

所属 地域活動推進課

Ｂ
Ｂ

Ａ

Ａ
令和５年度は、令和４年度同様開会セレモニーや模擬店等のイベントは行わず、観賞会の
みを行う「野火止ホタル観賞会」として実施し、普段見る機会が少ないホタルに親しんで
いただく機会を提供することで、ホタルの自生を目指した環境づくりの取組を周知するこ
とができた。

実施根拠

指標名

不用額等（円） 18,424

執行率（％） 90.30%

実施内容

地元町内会である西分町内会の協力の下、野火止ホタル観賞会を開催した。
（イベント詳細）
令和５年６月３日（土）午後７時３０分から午後９時まで
野火止ホタル飼育施設周辺（西分集会所隣接）
来場者数：約９５０名　ホタル飛翔数：ヘイケボタル約１００匹

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

活動
指標
・
成果
指標

来場者数



1,562,000

0

単位

団体

今後の方向性

Ⅰ：事業規模拡大
Ⅱ：改善しながら継続
Ⅲ：現状のまま継続
Ⅳ：事業規模縮小
Ⅴ：事業廃止
Ⅵ：事業終了

Ⅲ
財源内訳

引き続き、補償制度を周知し、市民団体等が安心して活動を行えるよう努めていく。

今後の取組方針

200

1,562,000

1,559,600支出済額（円）

基本政策 第4章　基本政策４　にぎわいと環境が調和するまち【市民生活】

施策領域 第1節　地域活動

施策項目 施策２　ボランティア・市民活動の推進

事業 市民公益活動補償制度運用

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

予算
・
決算

一般財源

特定財源

予算現額（円）

□国・県の制度　 □国・県の制度＋市独自の制度　 ■市独自の制度

実施形態 ■市が直接実施  □一部委託  □全部委託・指定管理  □その他

根拠法令等 新座市市民公益補償制度取扱要綱

第５次新座市総合計画実施計画　事務事業評価シート
（対象：令和５年度実施事業）

１　事業基礎情報（Ｐｌａｎ）

２　事業実績（Ｄｏ）

３　事業評価（Ｃｈｅｃｋ）

４　事業の今後の方向性・取組方針（Ａｃｔｉｏｎ）

市内に活動の拠点を置く市民団体等が、安心して公益的な市民活動を行えるよう、補償制
度を運用する。

事業の実施状況
Ａ：計画以上に実施
Ｂ：計画どおりに実施
Ｃ：計画どおりに実施できず

事業の必要性
【市民ニーズ】

Ａ：高まっている
Ｂ：変わらない
Ｃ：薄れている

事業の効率性
【見直す余地】

Ａ：余地はない
Ｂ：余地はある

施策への貢献度
Ａ：貢献している
Ｂ：やや貢献している
Ｃ：貢献の度合いが低い事業概要

事業の成果・分析

所属 地域活動推進課

Ｂ
Ｂ

Ａ

Ａ
２００の市民団体等が補償制度に登録した。
また、４件の事故を認定し、うち３件について計４２，０００円の補償金が年度内に支払
われた。
結果として、市民団体等が安心して活動を継続できるよう支援できた。

実施根拠

指標名

不用額等（円） 2,400

執行率（％） 99.85%

実施内容

登録団体数　２００団体
事故件数　４件

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

活動
指標
・
成果
指標

登録団体数



333,000

0

単位

人・団体

今後の方向性

Ⅰ：事業規模拡大
Ⅱ：改善しながら継続
Ⅲ：現状のまま継続
Ⅳ：事業規模縮小
Ⅴ：事業廃止
Ⅵ：事業終了

Ⅲ
財源内訳

引き続き、友好（姉妹）都市との交流及び新座市国際交流協会への補助を実施していく。

今後の取組方針

162

333,000

295,175支出済額（円）

基本政策 第4章　基本政策４　にぎわいと環境が調和するまち【市民生活】

施策領域 第1節　地域活動

施策項目 施策３　国際化の推進

事業 国際交流

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

予算
・
決算

一般財源

特定財源

予算現額（円）

□国・県の制度　 □国・県の制度＋市独自の制度　 ■市独自の制度

実施形態 ■市が直接実施  □一部委託  □全部委託・指定管理  □その他

根拠法令等 なし

第５次新座市総合計画実施計画　事務事業評価シート
（対象：令和５年度実施事業）

１　事業基礎情報（Ｐｌａｎ）

２　事業実績（Ｄｏ）

３　事業評価（Ｃｈｅｃｋ）

４　事業の今後の方向性・取組方針（Ａｃｔｉｏｎ）

友好（姉妹）都市提携を締結したフィンランド共和国ユヴァスキュラ市（平成９年）、中
華人民共和国済源市（平成１４年）、ドイツ連邦共和国ノイルッピン市（平成１５年）と
の国際交流を推進する。
また、国際交流デーの実施など、市民が主体となって幅広い国際交流活動を推進する新座
市国際交流協会に対し補助を行う。

事業の実施状況
Ａ：計画以上に実施
Ｂ：計画どおりに実施
Ｃ：計画どおりに実施できず

事業の必要性
【市民ニーズ】

Ａ：高まっている
Ｂ：変わらない
Ｃ：薄れている

事業の効率性
【見直す余地】

Ａ：余地はない
Ｂ：余地はある

施策への貢献度
Ａ：貢献している
Ｂ：やや貢献している
Ｃ：貢献の度合いが低い事業概要

事業の成果・分析

所属 地域活動推進課

Ｂ
Ｂ

Ａ

Ａ
市民が主体となって幅広い国際交流活動を推進する新座市国際交流協会の会員数が、会員
の高齢化等が理由で減少しているため、会員数の増加を図る必要がある。

実施根拠

指標名

不用額等（円） 37,825

執行率（％） 88.64%

実施内容

友好（姉妹）都市とクリスマスカード等で交流を図った、
また、新座市国際交流協会に以下のとおり補助を行った。
新座市国際交流協会補助金　150,000円
バス借上料補助金　142,032円

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

活動
指標
・
成果
指標

新座市国際交流協会会
員数


